
M-05	 ラチェッティング

１．概要

ラチェッティングは，繰返し負荷によって一方向の塑性変形が非可逆に累積

する現象である。引張りなどの一定荷重にねじりなどの繰返し荷重が重畳した

場合に発生しやすい。

２．損傷機構

	 一例として、鋼製のパイプに引

張荷重と繰返し捩り荷重とが重

畳負荷される場合を例として説

明する（図１）。

	 鋼製のパイプに、例えば

5kgf/mm2 の引張応力が負荷さ

れると、軸伸び方向に約 0.024％
の弾性歪が発生し変形が終了す

る（図 A点）。 
ところで、このパイプに、例え

ば±1%程度の繰り返し捩り歪が
更に負荷されると、図に示すよう

に軸伸び方向に塑性歪が発生し、

捩り歪の繰返しに伴ってどんど

ん進行していく。

	 このように、ある部材に静的荷重と塑性歪を伴う繰返し変形が重畳負荷され

ると、静的荷重の負荷方向に塑性歪が発生してしだいに進行していく。この塑

性歪の進行がラチェッティングと呼ばれている。

ラチェッティングは、塑性歪を伴うような条件であれば、どのような負荷形

式の組合せでも生じる。例えば、静的な捩り荷重に繰返し引張・圧縮荷重が重

畳負荷されると捩り方向に塑性歪が進行するし、静的な内圧が負荷されたパイ

プに繰返し引張・圧縮荷重や繰返し捩り荷重が重畳負荷されると、パイプが膨

らむ方向に塑性歪が進行する。機械的荷重の組合せだけでなく、熱応力によっ

てもラチェッティング現象は発生する。

図 1．捩り歪によるラチェッティング１） 



図１に示した A 点から B 点までの変形挙動は、一般的に用いられている塑性
力学の理論により、十分な精度で解析することができる。しかしながら B 点以
降では、繰返し負荷に伴う塑性履歴効果の影響を受け、変形挙動は複雑なもの

となる。
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